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Ａ

Ｉ
（

人

工

知

能
）
が
急
速
に
普

及
し
、
子
ど
も
の

宿
題
、
学
生
の
論

文

作

成
、

職

場

で
の
文
書
作
成
・

企
画
立
案
、
食
事
の
献
立
、
人

生
相
談
ま
で
幅
広
い
分
野
で
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｉ
の
特

徴
は
、
大
量
の
デ
ー
タ
を
高
速

で
処
理
す
る
為
の
Ｄ
Ｃ
（
デ
ー

タ
セ
ン
タ
ー
）
が
必
要
な
こ
と

で
す
。
日
本
各
地
で
急
ピ
ッ
チ

で
建
設
さ
れ
て
い
ま
す
が
各
地

で
地
域
住
民
か
ら
不
安
・
懸
念

が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｄ
Ｃ
は
、

大
量
の
半
導
体
を
使
用
す
る
為
、

莫
大
な
電
力
を
必
要
と
し
近
隣

へ
の
騒
音
・
排
熱
や
大
量
の
冷

却
水
の
使
用
な
ど
問
題
が
あ
り

ま
す
。
特
に
住
宅
地
へ
の
建
設

は
住
民
へ
の
説
明
も
な
く
不
安

の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
軍
事
利
用
に
つ
い
て
も
懸

念
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
攻
撃

用
ド
ロ
ー
ン
・
自
立
型
攻
撃
ロ

ボ
ッ
ト
な
ど
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

略
や
ガ
ザ
で
の
治
安
維
持
名
目

で
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

自
衛
隊
は
「
敵
基
地
攻
撃
能
力
」

を
強
化
す
る
為
、
自
衛
隊
の
指

揮
統
制
に
Ａ
Ｉ
を
活
用
す
る
考

え
を
示
し
て
い
ま
す
。
災
害
時

に
は
生
成
Ａ
Ｉ
の
フ
ェ
イ
ク
動

画
や
写
真
が
出
回
り
現
場
の
混

乱
を
招
き
ま
し
た
。
Ａ
Ｉ
に
は
、

労
働
時
間
の
短
縮
や
家
事
労
働

の
省
力
化
の
利
点
も
あ
り
ま
す

が
、
運
用
に
あ
た
り
個
人
の
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
や
著
作
権
侵

害
な
ど
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

侵
害
に
対
す
る
事
後
的
な
補
償

な
ど
を
含
め
た
法
整
備
が
必
要

で
す
。
今
後
、
ま
す
ま
す
Ａ
Ｉ

の
活
用
が
広
範
囲
で
行
わ
れ
ま

す
が
、
私
た
ち
使
用
者
は
Ａ
Ｉ

の
持
つ
危
険
性
や
反
倫
理
的
側

面
を
し
っ
か
り
自
覚
し
て
利
用

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。　

（
康
）

№439 2026年8月25日

▲１万１千枚の全国から寄せられたペナント（８月６日）

▲4100人が参加したヒロシマデー集会

▲８月５日　相生橋でのペンライト行動は1000人を超えて

▲８月５日　590人が参加した「核兵器なくそう女性のつどい」

草の根わらわら

「核抑止論」打破し「核抑止論」打破し
核なき世界へ新たな決意核なき世界へ新たな決意

被爆８１年　２０２６原水爆禁止世界大会

「
核
抑
止
力
」
論
を
の
り
こ

え
る
国
際
世
論
を
築
こ
う

　

原
水
爆
禁
止
２
０
２
６
年
世

界
大
会
は
、
８
月
３
日
の
国
際

会
議
か
ら
ス
タ
ー
ト
。「
被
爆
者

の
訴
え
に
真
摯
（
し
ん
し
）
に

耳
を
傾
け
、
人
類
を
核
破
局
か

ら
救
う
た
め
に
緊
急
に
行
動
し

よ
う
」
と
呼
び
か
け
る
国
際
会

議
宣
言
を
採
択
し
ま
し
た
。
４

日
の
広
島
開
会
総
会
に
は
、
被

爆
者
、
各
国
政
府
代
表
、
国
内

外
の
運
動
代
表
が
集
い
、
共
同

を
発
展
さ
せ
、
核
兵
器
の
な
い

世
界
へ
の
展
望
を
切
り
ひ
ら
こ

う
と
訴
え
ま
し
た
。

　

５
日
に
は
、
分
科
会
・
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
開
催
し
、
学
習
と
交
流

を
深
め
ま
し
た
。
青
年
分
科
会

は
３
０
０
名
以
上
が
参
加
し
、

被
爆
者
の
河
野
キ
ヨ
美
さ
ん
の

証
言
に
多
く
の
反
響
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
分
科
会
に
参
加
し

た
方
か
ら
は
、「
青
年
の
学
ぼ
う

と
す
る
姿
勢
に
未
来
へ
の
希
望

を
感
じ
た
」
と
語
り
ま
し
た
。

ヒ
ロ
シ
マ
デ
ー
集
会
に

４
１
０
６
人
が
参
加

　

６
日
に
は
、
ヒ
ロ
シ
マ
デ
ー

集
会
が
開
か
れ
、
会
場
に
３
４

０
０
人
が
参
加
し
、
７
０
６
人

が
視
聴
し
ま
し
た
。
中
満
泉
軍

縮
担
当
上
級
代
表
は
、「
核
兵
器

を
廃
絶
す
る
力
と
責
任
も
私
た

ち
は
持
っ
て
い
る
」
と
集
会
を

激
励
。
メ
キ
シ
コ
政
府
代
表
の

マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
外
務
副
大
臣
は
、

「
核
兵
器
の
完
全
廃
絶
に
代
わ
る

現
実
的
な
選
択
肢
は
な
い
」
と

指
摘
。
玉
城
デ
ニ
ー
沖
縄
県
知

事
、
日
本
女
医
会
の
前
田
佳
子

会
長
が
来
賓
挨
拶
し
、「
核
兵
器

と
人
類
共
存
は
で
き
な
い
。
と

も
に
行
動
し
、
未
来
を
き
り
ひ

ら
こ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

被
爆
体
験
集
『
木
の
葉
の
よ

う
に
焼
か
れ
て
』
か
ら
名
越
操

さ
ん
の
体
験
を
長
妻
藍
さ
ん
（
広

島
市
職
労
）
が
朗
読
し
、
広
島

の
被
爆
者
伊
藤
正
雄
さ
ん
が
被

爆
体
験
を
証
言
。
さ
ら
に
広
島

県
被
団
協
の
佐
久
間
邦
彦
理
事

長
が
「
日
本
政
府
は
禁
止
条
約

け
」
を
採
択
。
よ
び
か
け
を
読

み
上
げ
た
の
は
広
島
市
職
労
の

宮
宇
地
奈
緒
美
さ
ん
。
宮
宇
地

さ
ん
は
、「
初
め
て
原
水
禁
世
界

大
会
に
参
加
し
て
、
核
兵
器
の

な
い
世
界
を
目
ざ
す
仲
間
が
世

界
中
に
い
る
ん
だ
と
肌
で
感
じ
、

と
て
も
勇
気
づ
け
ら
れ
ま
し
た
」

と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

核
兵
器
廃
絶
願
う
ペ
ン
ラ
イ

ト
行
動
に
１
０
０
０
名
参
加

　

被
爆
81
年
を
迎
え
る
の
を
前

に
５
日
夜
、
広
島
の
爆
心
地
か

ら
約
３
０
０
メ
ー
ト
ル
、
原
爆

ド
ー
ム
前
の
相
生
橋
（
あ
い
お

い
ば
し
）
で
平
和
を
願
い
、
核

兵
器
廃
絶
と
核
兵
器
禁
止
条
約

へ
の
日
本
政
府
の
参
加
を
求
め

る
「
反
核
平
和
ペ
ン
ラ
イ
ト
行

動
」
を
初
め
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

日
本
原
水
爆
被
害
者
団
体
協

議
会
（
日
本
被
団
協
）
の
呼
び

か
け
に
応
え
て
、
多
く
の
市
民

が
参
加
し
、
色
と
り
ど
り
の
ペ

ン
ラ
イ
ト
を
手
に
ア
ピ
ー
ル
し

ま
し
た
。
日
本
原
水
協
と
日
本

原
水
禁
が
事
務
局
を
担
当
し
ま

し
た
。

　

米
軍
が
投
下
目
標
に
し
た
Ｔ

字
形
の
橋
の
歩
道
に
約
１
０
０

０
人
が
集
い
、
核
兵
器
廃
絶
を

ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
広
島
県

労
連
は
交
通
整
理
等
の
要
員
と

し
て
も
参
加
し
、
集
会
の
成
功

に
貢
献
し
ま
し
た
。
当
日
は
こ

の
行
動
に
わ
ざ
わ
ざ
千
葉
か
ら

参
加
し
た
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
方
は
、「
平
和
を
願
う

ペ
ン
ラ
イ
ト
の
数
を
増
や
し
て

い
き
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

女
性
の
つ
ど
い
に
５
９
０
名　

核
な
き
世
界
へ
国
境
超
え

　

世
界
大
会
の
関
連
行
事
「
核

兵
器
な
く
そ
う
女
性
の
つ
ど
い
」

が
５
日
、
広
島
市
で
開
か
れ
、

５
９
０
人
が
参
加
。
被
爆
者
や

世
界
の
女
性
た
ち
と
連
帯
し
、

核
な
き
世
界
に
向
け
て
行
動
す

る
決
意
を
固
め
合
い
ま
し
た
。

広
島
か
ら
も
２
０
０
人
を
超
え

る
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
開
会

あ
い
さ
つ
し
た
新
日
本
婦
人
の

会
（
新
婦
人
）
の
米
山
淳
子
会

長
は
「
女
性
の
連
帯
で
戦
争
も

核
兵
器
も
な
い
世
界
を
実
現
し

よ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

米
国
の
バ
テ
ィ
ア
・
イ
エ
ロ

ス
さ
ん
は
、
家
父
長
制
的
な
軍

事
主
義
に
対
す
る
平
和
・
核
廃

絶
の
運
動
は
、
女
性
解
放
の
闘

い
だ
と
強
調
し
ま
し
た
。
韓
国

女
性
団
体
連
合
の
イ
・
ジ
ョ
ン

ア
共
同
代
表
は
「
女
性
運
動
は

そ
の
沈
黙
を
破
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
語
り
ま
し
た
。
広
島
の

学
生
は
、「
本
日
広
島
学
生
平
和

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
結
成
し
た
」
と

報
告
し
、
被
爆
体
験
や
戦
争
体

験
を
継
承
し
て
い
く
決
意
を
語

り
ま
し
た
。
今
年
か
ら
デ
モ
に

参
加
し
始
め
た
広
島
の
新
婦
人

の
代
表
は
、「
娘
が
生
ま
れ
て
か

ら
、
こ
の
子
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
未
来
を
残
し
た
い
と
考
え

る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
話
し
ま

し
た
。

非
核
平
和
の
世
界
へ
、
労
働

運
動
の
課
題
と
果
た
す
役
割

な
く
し
、
平
和
を
つ
く
る
た
め

に
労
働
組
合
が
果
た
せ
る
役
割

を
考
え
た
い
」
と
挨
拶
。

　

韓
国
民
主
労
総
の
代
表
は
「
守

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
軍

事
同
盟
で
は
な
く
、
労
働
者
の

生
命
だ
」
と
呼
び
か
け
。

　

広
島
県
労
連
を
代
表
し
て
神

部
議
長
が
「
軍
事
対
軍
事
、
核

対
核
で
は
な
く
、
話
し
合
い
に

よ
る
平
和
的
解
決
こ
そ
今
一
番

重
要
」
と
訴
え
。
さ
ら
に
、「
核

抑
止
で
は
な
く
核
廃
絶
を
」「
大

軍
拡
で
な
く
福
祉
、
医
療
、
教

育
の
充
実
を
」
な
ど
の
内
容
を

中
心
に
し
た
国
際
ア
ピ
ー
ル
署

名
を
提
起
し
ま
し
た
。

　

分
科
会
「
非

核
平
和
の
世

界
へ
、
労
働

運
動
の
課
題

と
果
た
す
役

割
」
は
日
韓

の
労
働
組
合

の

代

表

が
、

核
兵
器
廃
絶

や
非
核
・
平

和
な
ど
で
連

帯
し
、
活
動

を
交
流
し
ま

し
た
。

　

開
会
あ
い

さ
つ
で
黒
澤

全
労
連
議
長

は
「
戦
争
を

の
批
准
を
」
と
訴

え
ま
し
た
。
壇
上

を
埋
め
た
高
校
生

ら
が
「
私
た
ち
の

未
来
に
核
兵
器
も

戦
争
も
い
ら
な

い
」
と
語
り
、
盛

ん
な
拍
手
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
「『
核

兵
器
の
な
い
平
和

で
公
正
な
世
界
』

へ
の
希
望
を
き
り

ひ
ら
く
た
め
、
新

た
な
決
意
で
行
動

に
立
ち
上
が
ろ

う
」
と
訴
え
る
「
広

島
か
ら
の
よ
び
か



広島県労連 (2)№4392026年8月25日

▲8月4日　終結集会には200人が参加

▲7月30日三次市 富山コース引継集会

▲6月19日そごう前でのパリンの最賃行動

▲8月2日大竹市  長崎コース引継集会

年金者組合広島県本部

第３８回定期大会

令和８年熊本地震

被災者救援カンパのお願い

　７月16日、広島市内で会場28名、オンライン６名の

計34名が参加して開催されました。利元克己委員長はあ

いさつで「社会保障制度の後退が進み、生活に困難を抱

える人が増えている。年金者組合の役割は大きい」と訴

えられ、執行部からは憲法や平和をめぐる情勢、沖縄県

知事選挙への支援などについて発言がありました。県本

部は「組織強化・拡大４か年計画」を進めており、６支

部からの発言では、加入促進のための火災共済の活用、

はがき作成や年金支給日宣伝など、様々な取り組みが報

告されました。亀井書記長が

運動方針や議案を提起し、全

ての議案が採択されました。

初参加者も多く、新たな風を

感じる大会となりました。

　熊本県では、７月28日に宇城市・氷川町

で震度７を観測する巨大地震が発生し、そ

の後も余震が続く厳しい状況が続いています。猛

暑の中、多くの方が避難所での生活を余儀なくされ、倒壊家

屋の片付けや災害廃棄物の運搬など、人手を要する作業が山

積しています。８月５日には社協のボランティアセンターが

開設され、全国から支援が寄せられています。

　広島県災対連も８月10日の対策会議で、支援ボランティア

を９月３～６日に派遣することを決定しました。被災地・被

災者への救援カンパを行っています。下記口座までお寄せく

ださい。

  広島銀行　広島駅北口支店（店番124）
  普通　口座番号3288805　 名義　広島県労働組合総連合
  振込人の名前を入れて送金ください。

広島地方最低賃金審議会が答申

最低賃金1141円 （＋56円）

10月11日より

中央目安56円のまま。広島県労連など異議申出へ

　
広
島
県
最
低
賃
金
審
議
会
は
８
月
17
日
、「
広
島
県
最
低
賃
金
を
『
時

間
額
１
１
４
１
円
』
に
改
定
す
る
こ
と
」
開
始
時
期
に
つ
い
て
は
「
10

月
11
日
か
ら
改
定
」
を
答
申
し
ま
し
た
。

中
央
の
目
安
＋
56
円
の
ま
ま

の
答
申
。
県
労
連
、
ヒ
ロ
シ

マ
労
連
は
６
人
意
見
陳
述
！

　

今
年
の
広
島
地
方
最
低
賃
金

審
議
会
は
７
月
31
日
か
ら
本
格

的
な
審
議
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

最
賃
審
議
へ
の
意
見
陳
述
は
、

県
労
連
と
ヒ
ロ
シ
マ
労
連
か
ら

神
部
泰
議
長
や
パ
リ
ン
田
頭
奈

美
江
事
務
局
長
な
ど
６
名
が
意

見
陳
述
を
行
い
ま
し
た
。
主
な

陳
述
内
容
は
「
全
労
連
の
調
査

で
も
最
低
生
計
費
は
全
国
ど
こ

で
も
１
７
０
０
円
～
１
８
０
０

円
で
あ
り
、
全
国
一
律
の
最
低

賃
金
制
に
す
る
こ
と
」「
中
小
企

業
の
経
営
が
厳
し
い
中
で
国
や

自
治
体
が
中
小
企
業
へ
の
直
接

支
援
を
行
う
こ
と
」「
２
０
３
０

示
し
ま
し
た
。
審
議
が
平
行
線

と
な
り
、
公
益
委
員
が
参
加
し

た
話
し
合
い
で
は
、
公
益
委
員

案
と
し
て
中
央
の
目
安
の
56
円

が
提
案
さ
れ
、
最
終
的
に
委
員

の
全
会
一
致
で
56
円
に
決
ま
り

ま
し
た
。

　

今
回
の
答
申
に
つ
い
て
１
１

４
１
円
（
現
行
１
０
８
５
円
＋

中
央
審
議
会
答
申
56
円
＋
広
島

地
方
審
議
会
０
円
）
で
は
依
然

と
し
て
続
く
物
価
高
騰
に
追
い

つ
け
ず
、
生
活
改
善
も
で
き
ま

せ
ん
。
広
島
県
の
最
賃
の
時
給

１
７
５
時
間
働
い
て
も
月
額
20

万
円
足
ら
ず
で
す
。
税
金
な
ど

を
差
し
引
く
と
成
人
の
大
人
が

普
通
に
１
ケ
月
の
生
活
を
営
む

の
は
困
難
で
す
。
全
労
連
の
仲

間
が
全
国
で
実
施
し
た
最
低
生

計
費
試
算
調
査
で
は
、
物
価
高

騰
も
あ
り
、
１
７
０
０
円
～
１

８
０
０
円
以
上
は
ど
の
地
域
で

も
必
要
で
あ
り
、
人
間
ら
し
く

暮
ら
す
た
め
の
地
域
間
格
差
は

な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い

ま
す
。

異
議
申
出
へ

～
今
す
ぐ
１
７
０
０
円
以

上
。
全
国
一
律
最
賃
制
へ
～

　

９
月
２
日
の
審
議
会
で
は
改

定
に
対
す
る
手
続
き
が
取
ら
れ

る
予
定
で
す
。
広
島
県
労
連
や

ヒ
ロ
シ
マ
労
連
な
ど
は
、
異
議

申
出
を
す
る
準
備
を
す
す
め
て

い
ま
す
。

　

世
界
で
は
地
域
別
最
低
賃
金

の
国
は
日
本
を
含
め
４
カ
国
だ

け
で
す
。
地
域
別
の
最
低
賃
金

で
は
、
そ
の
地
域
の
企
業
の
支

払
能
力
が
大
き
な
要
素
と
な
っ

て
い
ま
す
。
日
本
で
は
大
企
業

に
利
益
が
集
中
し
て
お
り
、
地

方
の
中
小
企
業
の
経
営
が
厳
し

い
中
で
は
地
方
の
最
低
賃
金
は

低
く
抑
え
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

今
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
ラ
ン
ク
制
で

は
な
く
、『
全
国
一
律
最
賃
制
』

と
『
最
賃
は
い
ま
す
ぐ
１
７
０

０
円
以
上
、
め
ざ
せ
２
０
０
０

円
』
を
求
め
、
中
小
企
業
に
対

す
る
税
や
社
会
保
障
負
担
の
減

免
、
公
正
取
引
実
現
な
ど
強
化

施
策
と
財
源
確
保
を
国
の
義
務

化
に
し
て
い
く
こ
と
な
ど
を
求

め
引
き
続
き
運
動
を
進
め
ま
す
。

年
ま
で
に
最
低
賃
金
を

政
府
目
標
と
し
た
１
５

０
０
円
以
上
に
す
る
こ

と
」「
労
働
者
委
員
を
県

労
連
か
ら
も
選
出
す
る

こ
と
」「
女
性
の
委
員
を

ふ
や
す
こ
と
」
な
ど
で

す
。

　

最
低
賃
金
審
議
会
で

は
そ
の
後
４
回
専
門
部

会
が
開
催
さ
れ
、
労
働

者
側
は
72
円
、
経
営
者

側
は
中
小
企
業
の
支
払

い
能
力
を
理
由
に
中
央

目
安
の
56
円
か
ら
さ
ら

に
10
円
低
い
46
円
を
提

　

東
京⇒

広
島
コ
ー
ス
は
７
月

26
日
に
福
山
入
り
し
10
日
間
、

富
山⇒

広
島
コ
ー
ス
は
30
日
に

三
次
市
赤
名
峠
入
り
し
６
日
間
、

長
崎⇒

広
島
コ
ー
ス
は
８
月
２

日
大
竹
市
入
り
し
３
日
間
の
、

の
べ
19
日
間
、
広
島
平
和
記
念

公
園
原
爆
ド
ー
ム
を
目
指
し
広

島
県
内
行
進
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

連
日
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト

が
発
令
さ
れ
る
中
の
行
進
で
し

た
。
今
年
は
行
進
コ
ー
ス
を
短

く
し
、
時
間
帯
は
午
前
11
時
ま

で
、
午
後
は
16
時
以
降
に
行
う

こ
と
を
確
認
し
て
実
施
し
ま
し

た
。
行
進
者
全
員
の
保
険
加
入
、

伴
走
車
の
確
保
、
冷
凍
ボ
ト
ル

や
飲
料
の
準
備
な
ど
例
年
以
上

に
暑
さ
対
策
を
徹
底
し
、
結
果

大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
行
進

を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

県
内
の
多
く
の
自
治
体
・
議
会

か
ら
激
励
挨
拶
や
カ
ン
パ
、
ペ

ナ
ン
ト
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

４
日
に
原
爆
ド
ー
ム
前
で
終

結
集
会
を
行
い
、
東
京
か
ら
の

通
し
行
進
者
で
長
崎
の
被
爆
二

世
の
尾
崎
つ
ね
み
さ
ん
は
「
長

崎
に
『
九
条
（
の
碑
』
が
で
き

た
。
長
崎
の
被
爆
者
、
そ
し
て

全
国
の
お
も
い
を
広
島
ま
で
つ

な
げ
た
の
は
最
高
の
喜
び
」
と

語
り
、
愛
知
県
か
ら
参
加
の
三

浦
コ
ト
子
さ
ん
は
「
被
爆
者
が

傷
つ
い
た
体
で
逃
げ
て
い
っ
た
。

そ
の
お
も
い
を
感
じ
な
が
ら
広

島
市
内
を
歩
い
て
き
た
」
と
話

し
ま
し
た
。
福
岡
か
ら
広
島
ま

で
歩
い
た
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら

５
回
目
の
参
加
の
ア
ル
バ
ー
ト

ロ
サ
ダ
さ
ん
は
「
破
壊
で
は
な

く
対
話
を
！
復
讐
で
は
な
く
正

義
を
！
武
器
で
は
な
く
平
和
に

投
資
を
！
」
と
力
を
込
め
て
語

り
ま
し
た
。

2026年度地域別最低賃金の
審議状況（８月21日現在）

ラ
ン
ク

都道

府県

答
申
額

現
　
行

引
上
げ

目
安
比

額 率

A 東　京 1280 1226 54 4.4 0

A 神奈川 1279 1225 54 4.4 0

A 大　阪 1231 1177 54 4.6 0

B 広　島 1141 1085 56 5.2 0

B 岡　山 1104 1047 57 5.4 1

B 山　口 1101 1043 58 5.6 2

B 島　根 1092 1033 59 5.7 3

B 宮　城 1098 1038 60 5.8 4

C 鳥　取 1090 1030 60 5.8 4

C 高知 1023 　 　 　

加重平均 1121 　 　 　

国
民
平
和
大
行
進
が
原
爆
ド
ー
ム
終
結
！

広島県地方最低賃金の改定に対する異議申出

広島県労働組合総連合　議長　神部　泰

　広島地方最低賃金審議会は2026

年８月17日、最低賃金を1,085円か

ら1,141円へ56円引き上げ、10月11

日発効と答申した。しかし物価高騰

で生活は厳しく、最低賃金近傍で働

く層の生活改善には不十分である。

審議では引き上げの必要性や地域格

差、中小企業支援の重要性で労使が

一致していたにもかかわらず、答申

は全労連の「今すぐ1500円」から

大きく乖離し、憲法25条が保障する

生活水準に届かない。

　本来必要な1700円以上の生計費

水準を踏まえた審議が行われず、生

計費が物価上昇分に矮小化され、企

業の支払い能力が優先された。さら

に政府が「全国平均1500円」の達

成時期を2030年代前半へ後退させ

た方針が審議に影響したと考えられ

る。

　広島県の人口流出・減少を止め、

地域経済を活性化するには、中小零

細企業支援と賃金底上げによる所得

向上が不可欠である。

１.　広島県最低賃金を56円引き上

げて1,141円とする答申は、最低賃

金近傍で働く非正規職員などの生活

改善には極めて不十分である。物価

高騰に賃金が追いつかず、低所得層

ほど影響が大きい現状を踏まえ、最

低賃金法の目的に沿った生計費原則

による大幅な引き上げが必要であ

る。

２.　政府および関係機関に対し、中

小企業・小規模事業者への直接支援

の拡充を強く求める。また、生計費

に地域差がほぼない実態を踏まえれ

ば、地域別最低賃金制度は役割を終

えており、全国一律最低賃金制度へ

の転換と最低賃金法の抜本改正が必

要である。

３.　審議会のあり方として、県労連

および最低賃金近傍で働く労働者代

表の委員選出、労働者委員・使用者

委員の男女同数化を求める。また、

異議申出に対する発言機会の付与を

強く要望する。

　以　上

第23回　いのけん広島センター学習会＆総会

１、日程　９月30日（水）18時半～20時半
２、会場　広島ロードビル＆オンライン
３、学習会テーマ

～今年10月より「カスタマーハラスメント対
策」が義務化～
「カスタマーハラスメントを知り、その対策を考
える」
講師　佐藤真奈美弁護士（広島法律事務所）
カスハラは公共性の高い職場や医療・福祉・介護
などサービス密度が高い職場で目立っています。
「事前質問」を受けて、それに対する回答や、各
組織のカスハラ対応についても交流します。
総会も行います（いの健センター会員募集中）

４、参加費　いの健センター会員無料（一般500円）
５、申し込み　広島県労連まで


